
 

                                    

                                     

                                     

                                     

令
和
元
年
８
月
２５

日

（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
、

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ

タ
ワ
ー
３
F
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
ル
ー
ム
３
０
１
に

お
い
て
、
令
和
元
年
度
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

開
会
の
前
に
、
本
年
度
に

ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
及
び

御
家
族
に
哀
悼
の
意
を
表

し
、
黙
祷
を
捧
げ
た
。
櫻

井
支
部
長
の
時
節
の
挨
拶

で
は
、
自
身
の
夏
季
休
暇

で
の
体
験
談
を
交
え
な
が

ら
、
令
和
元
年
度
も
、
支

部
の
事
業
・
会
計
の
健
全

な
施
行
を
約
束
さ
れ
た
。 

顧
問
代
表
挨
拶
で
は
山

口
勝
義
氏
が
「
決
算
報
告

と
は
支
部
の
財
政
状
態
を

会
員
の
先
生
方
に
報
告
す

る
こ
と
で
あ
る
。
出
席
さ

れ
た
会
員
の
先
生
方
か
ら

数
多
く
の
意
見
や
質
疑
が

あ
れ
ば
こ
そ
、
各
執
行
部

に
刺
激
を
与
え
、
よ
り
よ

い
支
部
運
営
に
繋
が
っ
て

い
く
。
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
令
和
元
年
度

会
員
表
彰
が
斉
藤
厚
生
部

長
の
司
会
に
よ
り
、
永
年

在
籍
表
彰
５
名
・
支
部
優

績
表
彰
５
名
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
本
部
・
支
部
・

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
連

合
・
近
畿
連
合
の
状
況
報

告
に
お
い
て
、
櫻
井
支
部

長
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。 

◎
珠
算
検
定(

段
位
・
１ 

 
 

～
３
級)

に
お
け
る
応

用
計
算
の
今
後
の
動
向
。 

◎
訪
米
使
節
団
が
無
事
に 

 

帰
国
。(

大
阪
か
ら
は
５

名
の
参
加
者)

 

◎
８
月
８
日
に
京
都
国
際 

 

会
館
に
お
い
て
全
日
本

珠
算
選
手
権
大
会
が
行

な
わ
れ
た
。(

大
阪
か
ら

は
２０

名
の
参
加
出
場

選
手
） 

◎
来
年
の
優
秀
生
徒
表
彰

式
典
は
、
３
月
１５
日
に

中
央
公
会
堂
に
て
開
催
。 

◎

１２

月

２５

日
か
ら
支 

 

部
研
修
旅
行
。 

◎
全
国
珠
算
研
究
集
会
が 

 

来
年
３
月
２９

日
に
兵

庫
県
で
開
催
。 

近
畿
連
合
で
は
、
Ｐ
Ｒ

活
動
に
お
い
て
、「
そ
ろ
ば

ん
」
の
認
知
度
を
高
め
普

及
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を

議
論
し
、
学
習
指
導
要
領

に
珠
算
を
継
続
し
て
い
く

為
に
、
文
科
省
に
働
き
か

け
て
い
く
等
の
話
し
が
あ

っ
た
。 

総
会
成
立
宣
言
は
、
現

在
会
員
１
０
０
名
、
出
席

者
５４
名
・
委
任
状
４１
名

で
成
立
宣
言
が
行
な
わ
れ
、

斉
藤
京
子
副
支
部
長
を
議

長
と
し
て
、
議
長
団(

副
議

長･

西
岡
佳
一
氏
、
澤
西
信

晴
氏
書
記･

花
岡
友
美
氏

議
事
録
署
名
人･

脇
坂
周

子
氏
、
安
田
イ
ワ
ミ
氏)

が
選
出
さ
れ
議
題
審
議
に

入
っ
た
。 

平
成

３０

年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
及
び

収
支
差
額
金
処
分
案
承
認

の
件
は
、
花
谷
監
査
よ
り

監
査
報
告
が
あ
り
、
会
員

の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ

れ
た
。
執
行
部
報
告
に
お

い
て
は
、
毎
年
、
天
満
宮

で
開
催
さ
れ
て
い
る
は
じ

き
初
め
協
賛
の
お
願
い
が

あ
り
、
検
定
部
か
ら
は
検

定
受
験
者
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
受
験
者
数
の
増
加

に
協
力
を
求
め
た
。
競
技

部
か
ら
は
全
日
本
珠
算
選

手
権
大
会
の
報
告
が
あ
り
、

都
道
府
県
対
抗
競
技
に
お

い
て
大
阪
府
代
表
が
大
健

闘
の
末
、
第
２
位
に
輝
い

た
。
ま
た
大
阪
府
支
部
か

ら
協
力
委
員
と
し
て
参
加

し
た
６
名
の
会
員
の
労
を

ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。（
久
手
堅
） 
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会
成
立
宣
言
で
は
、
会

員
数
１
０
６
名
中
、
出
席

者
59
名
・
委
任
状
40
名

で
成
立
が
宣
言
さ
れ
、
斎

藤
副
支
部
長
が
議
長
と
な

っ
て
、
議
長
団
が
選
出
さ

れ
（
副
議
長
・
西
岡
佳
一

氏 

藤
井
美
保
子
氏
、
書

記
・
芝
野
加
代
子
氏
、
議

事
録
署
名
人
・
大
参
常
美

氏 

福
島
温
男
氏
）
、
議
事

進
行
に
入
っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
増
加

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式 

         

                             

                                     

令
和
元
年
８
月
８
日

（
木
）
午
前
９
時
か
ら
京

都
国
際
会
館
に
お
い
て
、

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
各

地
か
ら
珠
算
を
極
め
た
精

鋭
６
８
１
名
が
古
都
・
京

都
に
集
い
、
新
時
代
の
「
そ

ろ
ば
ん
日
本
一
」
の
座
を

目
指
し
、
日
頃
鍛
え
た
珠

算
の
技
を
競
い
合
っ
た
。 

平
上
一
孝
理
事
長
は
、

昭
和
２９
年
に
第
一
回
が

開
催
さ
れ
、
幾
多
の
名
選

手
を
輩
出
し
た
こ
の
伝
統

あ
る
大
会
が
、
珠
算
道
場

発
祥
の
地
で
あ
り
全
国
珠

算
教
育
連
盟
の
発
足
の
地

で
あ
る
京
都
で
開
催
さ
れ

る
意
義
に
触
れ
ら
れ
、「
本

日
の
競
技
会
で
好
成
績
を

得
る
に
は
、
心
・
技
・
体

の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。

不
屈
の
精
神
力
・
創
意
工

夫
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
技
・
ど
ん
な
環
境
に
も

耐
え
う
る
体
力
が
不
可
欠

で
あ
る
。
昨
今
の
小
・
中

学
生
の
競
技
力
の
向
上
に

は
、
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
、
今
年
は
ど
ん
な
ド

ラ
マ
が
待
ち
受
け
て
い
る

の
か
期
待
が
高
ま
り
ま

す
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
出
場

選
手
を
激
励
し
た
。
今
年

も
韓
国
か
ら
の
招
待
選
手

５
名
が
参
加
し
紹
介
さ
れ

た
後
、
連
盟
よ
り
昨
年
の

「
そ
ろ
ば
ん
日
本
一
」
の

竹
澤
祥
加
選
手(

千
葉
県)

に
読
上
暗
算
日
本
一
１０

回
達
成
の
偉
業
を
称
え
特

別
表
彰
が
行
わ
れ
た
。 

中
村
友
結
選
手(

高
知

県
・
中
学
２
年)

が
爽
や
か

な
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
後
、

最
初
の
種
目
フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
競
技
が
行
わ
れ
た
。

間
違
え
た
時
点
で
競
技
終

了
の
「
一
算
落
と
し
」
と

い
う
ル
ー
ル
が
ど
ん
な
ド

ラ
マ
を
引
き
起
こ
す
の
か
。

１
問
目
３
桁
１５
口
４
秒

か
ら
入
っ
た
問
題
は
徐
々

に
時
間
を
短
縮
し
て
い
き
、

１
．
９
５
秒
で
１１
名
の
選

手
に
ま
で
絞
ら
れ
た
。
決

勝
席
に
移
動
し
、
日
本
一

を
賭
け
た
勝
負
に
入
っ
た
。

昨
年
の
覇
者
、
杵
川
日
向

雅
選
手(

三
重
県)

が
実
力

を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
１
．

６
５
秒
を
正
解
し
連
覇
を

達
成
。
自
身
が
持
つ
ギ
ネ

ス
記
録
を
上
回
る
１
．
６

４
秒
に
挑
戦
し
、
見
事
正

解
。
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
起
こ
り
、
大
観
衆

が
見
守
る
中
、
ギ
ネ
ス
記

録
に
申
請
さ
れ
た
。 

 

個
人
総
合
競
技
で
は
、

今
年
は

２５
名
の
選
手
が

１
４
８
０
点
以
上
を
獲
得
。

８
名
の
満
点
獲
得
者
が
同

点
決
勝
に
進
ん
だ
。
決
勝

で
は
土
屋
宏
明
選
手(

宮

城
県)

が
接
戦
を
制
し
１０

度
目
の
「
そ
ろ
ば
ん
日
本

一
」
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

土
屋
選
手
は
壇
上
で
何
と

も
言
え
な
い
達
成
感
に
包

ま
れ
て
い
る
と
笑
顔
で
感

想
を
述
べ
た
。
過
去
１５
回

の
出
場
で

１０
度
の
日
本

一
に
輝
い
た
中
で
誤
答
は
、

わ
ず
か
に
５
題
で
あ
る
と

い
う
驚
異
的
な
正
答
率
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
こ
の
日
一

番
の
ど
よ
め
き
が
会
場
内

に
起
こ
っ
た
。 

続
い
て
読
上
暗
算
競
技

が
行
わ
れ
１
問
目(

５
～

１６
桁
加
減
算)

に
正
答
し

た
久
保
新
選
手(

北
海
道

道
央)

が
優
勝
。
ま
た
読
上

算
競
技
で
は
、
読
み
手
の

聞
き
取
れ
な
い
程
の
ス
ピ

ー
ド
で
読
み
上
げ
ら
れ
る

問
題
と
、
一
流
の
選
手
達

が
集
中
し
て
弾
く
珠
の
音

だ
け
が
響
く
心
地
よ
い
会

場
の
中
、
紙
野
大
樹
選
手 

 

（２）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 9 月 29 日（日） 

令和元年度 全日本珠算選手権大会 開幕 
 

令和元年８月８日（木）京都国際会館 

令和初の日本一の栄冠は誰の手に!? 

 



                                    

(

広
島
県)

が
優
勝
の
栄
冠

を
勝
ち
取
っ
た
。 

 

小
学
生
日
本
一
に
は
１

４
６
５
点
を
獲
得
し
た
宜

名
眞
幸
大
選
手
（
沖
縄
県
）

が
輝
い
た
。
ま
た
小
学
生

優
秀
選
手
１０
名
に
は
、
１

４
５
０
点
を
獲
得
し
た
江

口
尊
琉
選
手(
大
阪
府)

も

第
２
位
で
選
ば
れ
た
。 

 

都
道
府
県
対
抗
競
技
に

お
い
て
は
、
大
阪
府
は
第

２
回
戦
か
ら
の
登
場
。
順

当
に
勝
ち
上
が
っ
て
き
た

青
森
県
と
の
激
闘
を
制
す

る
と
勢
い
そ
の
ま
ま
に
準

決
勝
・
決
勝
に
進
出
。
決

勝
で
昨
年
王
者
の
沖
縄
県

に
挑
む
の
は
、
近
畿
勢
の

大
阪
府
と
奈
良
県
。
大
阪

府
の
先
生
方
も
手
に
汗
握

る
応
援
の
中
、
大
阪
府
が

１
勝
を
獲
得
。
続
い
て
奈

良
県
が
獲
得
し
大
阪
府
と 

奈
良
県
の
一
騎
打
ち
と
な

っ
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を

い
ま
か
今
か
と
待
ち
構
え

る
大
阪
府
の
先
生
方
。
し

か
し
僅
差
で
奈
良
県
が
初

優
勝
に
輝
い
た
。
惜
し
く

も
第
２
位
の
結
果
に
は
終

わ
っ
た
が
、
決
勝
席
で
の

堂
々
た
る
大
阪
府
代
表
の

３
名
の
姿
は
称
賛
に
値
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
阪

府
２０
名
の
参
加
出
場
選

手
へ
、
心
躍
る
素
晴
ら
し 

い
夏
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
広
報
部
） 

           

大
阪
府
の
選
手
の
成
績 

(

１
０
０
位
ま
で
抜
粋) 

★
個
人
総
合
競
技 

第
１０
位 

大
内 

崚
聖 

第
４５
位 

江
口 

尊
琉 

第
４８
位 

 

一 
 

長
門 

第
７１
位 

植
西 

亮
太 

★
都
道
府
県
対
抗
競
技 

第
２
位 

大
阪
府 

         

   
 

大
垣
真
一
朗 

 
 
 
 

（
協
力
委
員
） 

８
月
８
日
の
全
日
本
選

手
権
大
会
に
委
員
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
日
本
は
以
前
見

学
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
委
員
と
し
て
は

初
め
て
に
な
り
ま
す
。
大

阪
府
支
部
か
ら
か
な
り
の

人
数
の
先
生
方
が
お
手
伝

い
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

緊
張
な
面
持
ち
の
半
面
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
部
分
も

少
な
く
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

大
会
は
総
合
競
技
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
、
読
上
競

技
、
都
道
府
県
対
抗
と
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
総

合
競
技
の
審
査
判
定
委
員

と
都
道
府
県
対
抗
の
副
審

を
致
し
ま
し
た
。
役
を
全

う
出
来
た
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
緊
張
な

面
持
ち
で
仕
事
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
全
国
の
先
生

方
と
一
緒
に
大
変
貴
重
な

仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
た
思

い
で
す
。 

そ
ろ
ば
ん
日
本
一
に
は
、

宮
城
県
の
土
屋
選
手
が
圧

巻
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
さ

で
堂
々
輝
き
ま
し
た
。
各

種
目
と
も
人
間
が
も
つ
限

界
の
能
力
、
日
本
の
ト
ッ

プ
選
手
達
の
凄
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
１
日
で
し
た
。 

                  

丸
田 

拓
明 

 

（
協
力
委
員
） 

今
回
は
初
め
て
協
力
委

員
と
し
て
間
近
で
大
会
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
観
覧
席
で
は
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
緊
張

感
が
あ
り
ま
し
た
。
用
意

始
め
の
合
図
で
問
題
用
紙

を
め
く
る
選
手
た
ち
の
颯

爽
と
し
た
動
作
、
圧
力
に

は
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て

全
国
ト
ッ
プ
選
手
の
立
ち

振
る
舞
い
を
感
じ
ま
し
た
。 

全
て
の
生
徒
を
競
技
選

手
に
育
て
る
わ
け
で
は
な

い
が
立
ち
振
る
舞
い
は
し

っ
か
り
と
教
育
す
べ
き
で

は
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
勝
負
の
世
界
で
あ
る

以
上
勝
ち
負
け
は
付
き
も

の
。
勝
っ
た
選
手
の
喜
び
、

ま
た
負
け
た
選
手
の
悔
し

さ
、
ど
れ
だ
け
の
練
習
を

し
て
き
た
の
か
、
こ
の
大

会
に
か
け
る
想
い
が
伝
わ

り
感
動
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
注
目
し
た

の
が
読
上
算
で
中
学
生
の

入
賞
選
手
が
増
え
て
い
る

こ
と
。
前
年
よ
り
１
名
で

は
あ
る
が
１７
名
の
入
賞

選
手
中
５
名
の
中
学
生
が

入
賞
。
そ
し
て
１
名
の
小

学
生
が
入
賞
、
読
み
手
の

最
高
速
度
を
何
度
も
聞
い

て
い
る
が
、
位
が
聞
き
取

れ
る
の
が
や
っ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
正
答
に
で
き
る
技

量
。
ど
の
よ
う
に
練
習
を

し
て
い
る
の
か
、
読
み
手

も
そ
れ
だ
け
読
ま
な
く
て

な
ら
な
い
の
か
。
気
に
な

り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
全
て
が
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。 

 

久
手
堅
大
成 

（
広
報
部
取
材
） 

 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大

会
の
取
材
を
し
、
素
晴
ら

し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
国
の
一

流
選
手
の
珠
算
の
技
術
・

精
神
力
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
の
選
手
た
ち
が
目

標
と
す
る
大
会
を
企
画
・

運
営
し
て
い
る
全
珠
連
の

熱
意
を
随
所
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

一
流
の
読
み
手
競
技
委

員
の
圧
倒
的
な
技
術
、
大

会
の
進
行
を
滞
り
な
く
行

う
担
当
委
員
の
動
き
、
そ

し
て
壇
上
に
お
ら
れ
る

方
々
の
姿
勢
は
、
大
会
の

格
式
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。 

 

一
切
の
妥
協
を
許
さ
ず
、

選
手
以
上
の
情
熱
を
持
っ

て
大
会
を
運
営
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
見
る
も
の
を

魅
了
す
る
ド
ラ
マ
が
生
ま

れ
、
選
手
を
含
め
観
客
を

も
感
動
す
る
大
会
に
な
る

の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。 

 

（３）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 9 月 29 日（日） 

 
 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会 

 

感
想
（
協
力
委
員
・
取
材
） 

 



 

                                    

       

令
和
元
年
８
月
２５

日

（
日
）
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大

阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
に
於
い
て

１３
時
か
ら
本
部
指
導
者

講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
を
務
め
た
の
は
、
東

大
阪
珠
算
協
会
の
竹
添
辰

彦
先
生
で
「
ソ
ロ
バ
ン
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

          

先
生
ご
自
身
が
、
尼
崎

市
の
計
算
教
育
特
区
（
そ

ろ
ば
ん
特
区
）
で
長
年
、

小
学
校
の
計
算
講
師
を
務

め
ら
れ
て
い
る
（
年
間
５０ 

時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時 

で
、
３
・
４
年
生
を
指
導
。 

       

指
導
終
了
時
に
は
４
級
の

取
得
を
目
標
。
）
こ
と
も
あ

り
、
珠
算
塾
と
い
う
枠
組

み
を
超
え
、
小
学
校
で
授

業
と
い
う
時
間
を
教
諭
・

生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
新
学
習
指
導
要
領
で 

は
５
・
６
年
生
か
ら
英
語

が
教
科
と
し
て
評
価
の
対

象
と
な
る
等
、
教
育
現
場

の
現
状
を
語
ら
れ
た
。
珠

算
の
初
歩
指
導
「
１０
の
繰

り
上
り
・
繰
り
下
が
り
」

「
除
算
の
確
商
」
等
で
は
、

受
講
者
に
も
積
極
的
に
意

見
を
求
め
ら
れ
、
講
演
は

進
め
ら
れ
た
。
自
身
の
御

子
息
の
話
で
は
、
実
社
会

に
で
て
も
「
珠
算
で
培
っ

た
能
力
」
は
暗
算
力
に
と

ど
ま
ら
ず
色
々
な
面
に
お

い
て
、
大
い
に
活
か
さ
れ

て
い
る
と
も
語
ら
れ
た
。 

 
 

私
た
ち
珠
算
指
導
者
は

経
営
者
で
あ
る
と
同
時
に

教
育
者
で
あ
り
、
常
に
生

徒
か
ら
学
ぶ
気
持
ち
、
生

徒
と
の
距
離
感
・
信
頼
感

を
大
切
に
し
、
日
々
指
導

者
も
成
長
し
て
い
く
重
要

性
を
考
え
る
、
と
て
も
有

意
義
な
講
習
会
で
あ
っ
た
。 

（
広
報
部
）  

   

        

今
回
、
珠
算
指
導
者
講

習
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

そ
ろ
ば
ん
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
育

て
る
か
、
初
歩
指
導
か
ら

全
般
的
な
指
導
、
ま
た
小

学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
授

業
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

私
に
と
っ
て
大
変
勉
強
に

な
る
講
習
会
で
し
た
。 

 

先
生
方
に
よ
り
沢
山
の

考
え
や
い
ろ
い
ろ
な
指
導

法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

子
ど
も
を
見
て
臨
機
応
変

に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

基
本
を
正
し
く
き
っ
ち
り

と
覚
え
さ
せ
る
こ
と
を
前

提
と
し
、
当
た
り
前
の
こ

と
を
や
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
指
導
法
に
多
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
よ
く

基
本
が
大
事
と
聞
き
ま
す
。

そ
れ
が
駄
目
な
ら
ど
ん
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

も
結
果
は
出
な
い
と
。
そ

の
通
り
だ
と
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
級
が
進
む
に
つ
れ

間
違
え
が
多
く
な
る
引
き

算
が
あ
り
ま
す
。
さ
っ
そ

く
実
践
し
て
い
る
の
が
間

違
え
や
す
い
引
き
算
の
２

口
の
読
上
げ
算
。
今
ま
で

よ
く
間
違
え
て
い
た
子
が

２
口
な
ら
間
違
え
る
こ
と

な
く
で
き
る
。
自
信
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

小
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
授
業
で
の
実
践
は
こ
れ

か
ら
で
す
が
子
ど
も
た
ち

と
の
距
離
感
を
大
事
に
し
、

言
葉
使
い
、
ス
マ
ホ
の
対

応
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
自
教
室
と
学
校

の
指
導
を
し
っ
か
り
と
区

別
し
て
そ
ろ
ば
ん
の
大
切

さ
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
ろ
ば
ん
が
し
っ
か
り

と
で
き
る
環
境
を
作
っ
て

あ
げ
る
こ
と
。
そ
ろ
ば
ん

が
で
き
る
か
ら
、
検
定
試

験
に
合
格
し
た
か
ら
、
競

技
大
会
で
良
い
成
績
が
取

れ
た
か
ら
、
が
良
い
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
努

力
を
評
価
し
人
と
し
て
当

た
り
前
、
そ
し
て
将
来
恥

ず
か
し
く
な
い
立
派
な
大

人
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
を

改
め
て
大
切
な
こ
と
だ
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
丸
田 

拓
明
）       

 

令
和
元
年
６
月
１６

日

（
日
）
大
阪
府
支
部
２
Ｆ

に
て
検
定
試
験
委
員
委
嘱

講
習
会
が
、
櫻
井
支
部
長

の
講
師
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
。
試
験
委
員
と
し
て
の

モ
ラ
ル
や
行
動
・
姿
勢
・

身
だ
し
な
み
に
は
特
に
留

意
す
る
な
ど
、
改
め
て
試

験
委
員
に
厳
格
性
を
求
め

ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
１５
時
か
ら
大

阪
府
支
部
講
習
会
が
開
催

さ
れ
た
。
大
垣
憲
造
先
生

に
よ
る
「
興
味
あ
る
珠
算

史
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
と
い
う

題
目
で
、
珠
算
史
を
日
本

と
外
国
で
大
き
く
２
つ
に

区
分
さ
れ
、
紀
元
前
１
０

６
６
年
か
ら
現
代
ま
で
約

三
千
年
間
の
長
い
年
月
を

「
そ
ろ
ば
ん
」
と
い
う
切

り
口
で
講
義
が
進
ん
で
く

と
、
受
講
者
は
ま
る
で
学

生
に
戻
っ
た
気
分
で
聞
き

入
っ
て
い
た
。
そ
ろ
ば
ん

の
伝
来
地
は
長
崎
か
堺

か
？
等
は
当
時
の
歴
史
的

時
代
背
景
ま
で
視
野
に
入

れ
た
見
解
を
話
さ
れ
た
。 

中
国
で
三
千
年
前
、
そ

れ
よ
り
西
の
地
域
で
は

四
・
五
千
年
前
に
は
そ
ろ

ば
ん
の
ル
ー
ツ
が
確
立
し

て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

世
界
各
地
に
は
、
様
々
な

言
語
が
存
在
す
る
中
、
物

を
数
え
る
・
計
算
す
る
と

い
う
行
為
そ
の
も
の
は
、

時
代
・
場
所
を
問
わ
ず
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
「
数
字
」
と
い
う
も

の
は
世
界
の
最
初
の
共
通

言
語
と
も
い
え
る
よ
う
な

気
が
し
た
。 

（
久
手
堅
） 

令
和
元
年
度
本
部
珠
算
指
導
者
講
習
会 

演
題
「
ソ
ロ
バ
ン
で
育
つ
子
ど
も
た
ち 

 
 
 
 
 
 

 

（
塾
・
小
学
校
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）」 

講
師 

竹
添 

辰
彦
氏 

東
大
阪
珠
算
協
会 

 

（４）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 9 月 29 日（日） 

 

講
習
会
を
受
講
し
て 

検

定

試
験

委
員

委
嘱

講
習

会 

大
阪
府
支
部
講
習
会 

「
興
味
あ
る
珠
算
史 

エ
ピ
ソ
ー
ド
」 

 

講
習
会
を
受
講
し
て 



                                    

                        

増
本 

和
香 

 
 
 
 
 

中
学
３
年 

こ
の
度
は
、
家
族
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
協
力
が
あ
り
、
訪
米
使

節
団
の
団
員
に
選
ん
で
い

た
だ
き
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
ア
メ
リ

カ
で
た
く
さ
ん
の
体
験
を

し
て
た
く
さ
ん
の
思
い
出 

       
 
 
 
 

を
持
ち
帰
る 

 
 
 
 
 

こ
と
が
で
き 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

て
と
て
も
良 

 
 
 
 
 

い
十
日
間
と 

 
 
 
 
 

な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

ア
メ
リ
カ 

 
 
 
 
 

の
小
学
生
は 

 
 
 
 
 

自
分
の
個
性 

 
 
 
 
 

や
意
見
を
し 

 
 
 
 
 

っ
か
り
と
ア 

 
 
 
 
 

ピ
ー
ル
し
て 

 
 
 
 
 

い
て
写
真
を 

 
 
 
 
 

と
る
と
き
も 

 
 
 
 
 

全
員
笑
顔
で 

 
 
 
 
 

と
て
も
雰
囲 

 
 
 
 
 

気
が
良
く
す 

 
 
 
 
 

ご
い
な
と
感 

 
 
 
 
 

じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
授
業
中
で
も
間

違
っ
て
も
は
ず
か
し
そ
う

に
し
た
り
周
り
が
か
ら
か

う
よ
う
な
姿
が
な
く
そ
の

姿
に
も
感
動
し
ま
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
子
供
達
と

の
交
流
を
通
じ
て
「
そ
ろ

ば
ん
」
を
こ
こ
ま
で
続
け

て
き
た
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
自
分
に
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
も

っ
と
練
習
を
頑
張
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
り
ま
す
！ 

 

新
海
美
澄
希 

 
 
 

中
学
２
年 

 

今
回
、
訪
米
使
節
団
と

し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て

い
ろ
ん
な
事
が
成
長
し
た

と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
」
で
す
。
私

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
消

極
的
な
方
で
、
初
め
て
会

っ
た
人
と
か
に
は
、
き
ん

ち
ょ
う
し
て
話
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
他

の
県
の
人
や
ア
メ
リ
カ
の

子
供
達
と
交
流
し
仲
良
く

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
積
極

的
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

次
に
「
集
団
意
識
」
で

す
。
使
節
団
で
は
主
に
全

体
行
動
で
一
人
が
お
く
れ

る
と
、
み
ん
な
に
め
い
わ

く
が
か
か
り
ま
す
。
す
る

と
、
自
然
に
ち
こ
く
す
る

人
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
す
ご
く
大
切
な
こ

と
で
、
社
会
に
で
た
時
に

必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と

だ
と
思
う
の
で
と
て
も
勉 

強
に
な
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
先
生
・
家
族

に
感
謝
し
て
こ
の
経
験
を

こ
の
先
の
人
生
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。
訪
米

使
節
団
に
参
加
で
き
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
！！ 

 

廣
田
い
ち
花 

 
 

中
学
１
年 

 

私
は
こ
の
訪
米
使
節
団

で
色
々
な
こ
と
を
経
験
し

ま
し
た
。
初
め
て
団
員
の

み
ん
な
に
会
っ
た
時
は
、

み
ん
な
顔
が
か
た
く
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

班
行
動
の
時
や
食
事
の
時

か
ら
徐
々
に
打
ち
解
け
て

い
き
ま
し
た
。
各
地
方
の

方
言
を
使
っ
て
い
る
と
、

お
た
が
い
色
々
な
方
言
が

頭
に
残
り
、
自
然
と
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ
っ

て
き
た
り
も
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
小
学

生
に
そ
ろ
ば
ん
を
教
え
る

時
が
来
ま
し
た
。
私
は
ペ

ラ
ペ
ラ
な
英
語
を
話
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
な
の

で
教
え
る
こ
と
に
苦
労
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
そ
ん
な
時
に
班
の
子

が
近
く
に
い
ま
し
た
。
助

け
て
も
ら
う
こ
と
も
何
回

か
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
小

学
生
に
教
え
ま
し
た
。
現

地
の
小
学
生
達
は
な
ん
と

か
分
か
っ
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。
こ
の
時
、
班
の
メ

ン
バ
ー
の
優
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ

カ
で
そ
ろ
ば
ん
を
し
て
い

る
同
世
代
の
子
た
ち
と
の

交
流
会
・
競
技
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
子

た
ち
は
レ
ベ
ル
が
高
く
て

競
い
あ
え
る
の
が
楽
し
く
、

会
話
も
し
ま
し
た
。
私
は

個
人
総
合
競
技
で
５
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。
同
い
年

の
子
に
負
け
て
し
ま
っ
た

の
で
悔
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
正
答
率
も
高
く
、
自

分
の
力
を
出
し
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
交

流
で
私
は
も
っ
と
自
分
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い
と
思

う
力
が
強
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
色
々
な
思

い
出
を
作
れ
た
の
は
、
良

い
人
達
が
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
か
ら
と
団
員
に
な
れ
た

環
境
が
あ
る
か
ら
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話

に
な
り
、
経
験
を
積
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
第
３１

回
訪
米
使
節
団
の
み
ん
な
、

先
生
方
、
両
親
、
親
戚
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
私

は
第
３１
回
訪
米
使
節
団

の
団
員
に
選
ば
れ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。 

 

土
井 

心
葉 

 
 

中
学
１
年 

 

こ
の
ア
メ
リ
カ
訪
米
使

節
団
で
現
地
の
小
学
校
を

訪
問
で
小
学
校
の
や
る
気

に
驚
き
ま
し
た
。
初
め
て

見
た
そ
ろ
ば
ん
に
興
味
し

ん
し
ん
で
私
の
カ
タ
コ
ト

の
英
語
で
も
分
か
ろ
う
と

し
て
く
れ
ま
し
た
。
小
さ

い
頃
か
ら
し
て
い
た
そ
ろ

ば
ん
を
英
語
で
教
え
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
食

文
化
な
ど
文
化
に
ふ
れ
ら

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

そ
し
て
、
行
く
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
て
く
れ
た
家

族
・
先
生
に
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。 

         

 

 

 

（５）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 9 月 29 日（日） 

増
本 

和
香 

中
学
３
年 

新
海 

美
澄
希 

中
学
２
年 

廣
田 

い
ち
花 

中
学
１
年 

土
井 

心
葉 

中
学
１
年 

第
３１
回
日
本
小
・
中
・
高
校
生 

そ
ろ
ば
ん
訪
米
使
節
団 



                                   

 

   

珠
算
学
習
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
そ
ろ
ば
ん
を
習

っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
・
楽

し
か
っ
た
こ
と
・
こ
ど
も

た
ち
の
夢
な
ど
を
、
作
文

や
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
作
品

を
募
集
し
ま
す
。（
研
修
部
） 

★
テ

ー

マ 

『
そ
ろ
ば
ん
』 

＊
未
発
表
の
も
の
に
限
る 

★
応
募
作
品 

①
作
文
の
部 

(

四
百
字
詰
め
原
稿 

 

用
紙
３
枚
以
内
・
一 

人
一
編
） 

②
ポ
ス
タ
ー
の
部 

画
用
紙
（
絵
具
画
・ 

 

ク
レ
パ
ス
画
・
そ
の 

他 

規
定
は
あ
り
ま 

せ
ん
） 

★
応
募
資
格 

全
珠
連
大
阪
府
支
部
会
員

教
場
の
生
徒
に
限
る
。 

★
入

賞 

入
賞
者
に
は
、
各
部
門
別

に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

最

優

秀

賞 
 

一
名 

優

秀

賞 
 

若
干
名 

審
査
員
特
別
賞 

 

若
干
名 

佳

作 
 

若
干
名 

 

 

★
応
募
締
切 

令
和
元
年
10
月
31
日 

(

当
日
消
印
有
効) 

★
応
募
方
法 

必
ず
所
定
の
応
募
票
・
応

募
作
品
申
込
用
紙
に
、
丁

寧
に
記
入
し
、
作
品
に
応

募
票
を
添
え
、
会
員
教
場

取
り
ま
と
め
の
上
、
左
記

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
〒
５
５
２-

０
０
０
１ 

大
阪
市
港
区
波
除 

２
‐
８
‐
１４ 

(

公
社)
全
珠
連 

 

大
阪
府
支
部 

「
生
徒
作
品
係
」 

 

★
発

表 

研
修
部
で
厳
正
な
る
審

査
の
上
、
会
員
教
場
の
先

生
宛
へ
郵
送
を
も
っ
て
発

表
と
な
り
ま
す
。
入
選
作

品
の
一
部
は
『
全
珠
連
お

お
さ
か
』
に
掲
載
予
定
。

応
募
作
品
は
、
珠
算
Ｐ
Ｒ

活
動
に
一
部
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
著
作

権
は
、
全
珠
連
大
阪
府
支

部
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。
ま
た
応
募
作
品
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 

   

〈
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

令
和
元
年
７
月
２８
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

15
名 

１
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 
 

ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
連 

合
会
・
近
畿
連
合
会

状
況
報
告 

２
．
平
成
３０
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告

及
び
収
支
差
額
金
処

分
案
承
認
の
件 

３
．
総
会
・
講
習
会
の
件 

４
．
支
部
研
修
旅
行
の
件 

５
．
各
執
行
部
報
告 

６
．
そ
の
他 

   

１０
月
１３
日 

あ
あ
全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会 

１０
月
１３
日
～
１４
日 

あ
あ
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

１０
月
２７
日 

あ
あ
偶
数
月
検
定
試
験 

１１
月
３
日 

常
任
委
員
会 

１１
月
２４
日 

 
 

第
３９４
回
検
定
試
験 

 

                                  

                                  

                                

 

（６）           全 珠 連 お お さ か   令和元年 9 月 29 日（日） 

生
徒
作
品
募
集 

令
和
元
年
度
本
部
新
役
員 

 

理

事

長 

工
藤 

壽
和 

副
理
事
長 

総

務

委

員

長 

 
 
 
 
 

岡
久 

泰
大 

副
理
事
長 

珠
算
教
育
研
究
所
所
長 

 
 
 
 
 

澤
田 

悦
子 

研
修
学
教
委
員
長 

 
 
 
 
 

前
田 

珠
樹 

検
定
競
技
委
員
長 

 
 
 
 
 

山
戸 

克
弘 

広

報

委

員

長 

 
 
 
 
 

鈴
木 

宗
一 

監

事 

 
 
 
 
 

 

森 
 

廣
次 

 
 
 
 
 

神
本 

満
男 

10 月検定試験のお知らせ 
 

○ 珠算４級～15 級 

○ 暗算１級～10 級 

 

★申込期日締切日 

10 月 09 日(水) 午前 10 時 

★検定結果報告締切日 

10 月 28 日(月) 午前 10 時 

 

★申込期日・検定結果報告 

は支部への提出日です。 

期日は厳守して下さい。 

★受験者数の増加をおねが 

いします。 

令和元年度 全日本通信珠算競技 大阪府大会 
 

開催日時   令和元年 10 月 13 日(日) 

大会会場   守口門真商工会館 

交通アクセス   京阪門真市駅・大阪モノレール門真市駅から徒歩７分 

行

事

予

定 
諸
会
議
行
事
報
告 

本

部

報

告 
 

 

編
集
後
記 

 

「
お
お
さ
か
」
３
４
１

号
の
発
行
に
あ
た
り
、
ご

協
力
・
ご
助
言
を
下
さ
っ

た
諸
先
輩
先
生
方
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

初
め
て
の
広
報
誌
の
発

行
で
、
不
慣
れ
な
も
の
ば

か
り
の
広
報
部
で
す
が
そ

れ
ぞ
れ
が
記
事
や
取
材
に

と
協
力
し
て
、
無
事
に
編

集
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

「
あ
ぁ
。
疲
れ
た
。」
出

来
上
が
っ
た
時
に
声
に
だ

し
た
素
直
な
感
想
で
す
。

歴
代
の
広
報
部
長
の
方
々

が
い
か
に
パ
ワ
ー
に
満
ち

溢
れ
て
い
た
か
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。 

願
わ
く
は
会
員
の
先
生

方
皆
さ
ん
に
目
を
通
し
て

い
た
だ
き
、
気
軽
に
ご
意

見
・
ご
感
想
を
言
っ
て
い

た
だ
け
る
、
み
な
さ
ん
に

愛
さ
れ
る
広
報
誌
に
し
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 

諸
先
輩
先
生
方
々
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
広
報
部
） 


